
DX化への挑戦～取組情報

DXを活用し地方から建設業界の変革を目指す
〜手段ではなく目的を見極めアクションを。ヒトとDXの両輪で改革を前進〜



2©kentoku

自社のDX概要〜DXによって実現する経営ビジョン・ビジネスモデル〜2

地方の建設業界の課題である

人手不足の解決に向けて年齢・性別を
問わず、また熟練者でなくても

チャレンジできる環境を創り、
建設業界を活性化する



取組情報〜ビジョン・ビジネスモデル〜
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ビジョン

・土木・建設の企画、設計、施工、監理、

技術者の派遣や測量及び測量設計

・工事の施工・人材派遣

・現状の事業に加えて

健康安全管理システムを拡販

現在 今後

5･10年後の姿

九州を代表する

建設DXのプロ集団

✕

雇用の創出と業界内

のDXを推進
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ビジネスモデル

地方の建設業界の課題である人手不足の解決に向けて
年齢・性別を問わず、また熟練者でなくても

チャレンジできる環境を創り、建設業界を活性化する



取組情報〜ビジョン・ビジネスモデル〜
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変革への行動計画

変革に向けたデジタル技術の活用計画

０１積極的な事業拡大

既存事業 新規事業

✕

０２新技術への投資と活用

DX推進 現場での７Dを目指す
安全管理・事務作業をIT化

０３職人集団から

組織化×人材育成へ

の向上
組織力

チーム
ワーク力

社員の
成長

基本的な環境整備 情報の一元化
業務・労務情報の
デジタル化

施工のデジタル化

端末配布と健康管理
システムの活用

現場情報、勤怠情報を
集約

図面・記録などの
工事情報をデジタル化

無人化、自動化を目指す
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売上2025年には年商20億円を目指す



取組情報〜戦略〜
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情報通信技術のによる
人手不足の解消

適正な報酬や昇進機会
の提供

キャリアパスの提供
と作業プロセスの改善

課題に対する戦略

人材の長期的な維持
が難しい

若者の入社と定着
の難しさ

高齢化・人力作業への依存による

スキル・人材の不足

課題01 課題02 課題03

解決策01 解決策02 解決策03
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取組情報〜戦略〜
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デジタル技術を活用した具体的な手段

ドローン測量の活用 レーザースキャナの導入 ICT重機の活用 データ収集と分析 健康・安全管理システム
化と情報共有

従業員の体力負担軽減
と測量業務の削減

施工の品質管理向上
問題の早期発見

技術的なスキルを持つ
労働者の必要性低減

業務プロセスの最適化
生産性の向上

安全対策の実施状況
追跡、事故方向の自動化

目
的

手
段
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人手不足の解消と作業プロセスの改善に向けてル5つのデジタル技術を導入
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取組情報〜組織づくり・人材・企業文化に関する方策〜
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人材配置・育成方針

1.DX推進部門の設置と連携

DX推進部門 外部コンサル

外部コンサルと連携し戦略的なDXプロジェクト
の実行、専門的な人材の育成

２.デジタル化前提の組織体制

協力会社との連携を強化、技術者研修を

積極的に実施して従業員のデジタルスキル

を向上

３.DX構築人材とDX推進人材の育成

DXに必要なスキルを持つ人材を育成

情報リテラシー
教育

リカレント
リスキリング

教育

ITスペシャリ
ストの育成

デジタル変革に向けた組織の準備を強化し、適切な人材を育成することで、DXプロジェクトの成功と
競争力の向上を実現
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取組情報〜組織づくり・人材・企業文化に関する方策〜
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▶デジタル環境でのセキュリティ意識を高め、情報セキュリティポリシーを遵守する。

セキュリティリスクを最小限に抑える。

DXに対する社員の行動指針
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ビジョンへの共感

▶DXのビジョンと目標に共感し、その重要性と意義を理解する。組織のDX戦略や方針に賛同し
新しいテクノロジーやツールに対する学習意欲を持ち、自身のスキルを向上させる。

▶DXの実現に向けて新しいアイデア等を提案し組織内でのイノベーション文化を推進する一員となる。

イノベーション文化

▶DXプロジェクトにおいてチームと協力し、情報共有とコラボレーションを積極的に行う。
チーム目標の達成に向けて協力する姿勢を持つ。またリスクを受け入れ、失敗を恐れずに新しいことに挑戦し失敗

から学び、改善を継続的に行う。

新しいことへの挑戦

セキュリティ意識醸成
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取組情報〜ITシステム・デジタル技術活用環境の整備に関する方策〜
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・給与ソフト導入

・最新機器の導入

従来のシステム全体像

・手計算の給与計算
・2名以上の測量業務
・手作業で集計・書類作成

現在のシステム全体像

１名体制で測量実施

仕事の効率化、省人力化、

作業のスピードアップが実現

将来のシステム全体像

人で実施している設計・維持管理

業務も完全デジタル化

DX推進に伴う時間軸マップ
青字…取組済み
赤字…取組中
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取組情報〜成果と重要な成果指標〜
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数値評価売上増加数値評価コストの削減改善頻度
管理者側の

確認頻度
数値評価

正確な

利用度
利用度数値評価理解度ツール

9◯10時間短縮

少人数対応
◯

利用時にチェ

ック8◯必要時10◯杭ナビ

ハード

‐△‐△△
利用時にチェ

ック‐△必要時‐△

レーザースキャ

ナー・ドローン

（最新機種）

9◯10時間短縮

少人数対応
◯

利用時にチェ

ック10◯必要時10◯ドローン

8◯9経費削減

人件費削減
◯毎日6◯毎日7◯PC知識

8◯9経費削減

人件費削減
◯毎日7◯毎日8◯スマホ

‐10記入時間短縮

給料計算短縮
◯毎日10◯毎日10◯ジョブカン

ソフト

◯
時間短縮

精度の向上
△

利用時にチェ

ック
△必要時△解析ソフト

定量・定性的評価
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ハード5つ・ソフト2つの定量・定性評価を設定し「理解度」「利用度」「改善頻度・コスト削減」
「売上増加」の4つの観点で評価を実施



取組情報〜ガバナンスシステム〜
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社長直下に組織を新設しガバナンス強化

❏ ビジョン実現に向けた大方針である人材育成とDXを推進するために社長直下に次世代改革プロジェクト室を設置
❏ 社長直下の組織で、人事制度運用する人事企画室とDX推進室を設置し、”ヒト”と”DX”の両輪を推進
❏ ガバナンスを強化するためにマイルストーンを可視化し、毎週、毎月、社長と室長でPDCAを回し推進を実施

社長直下の
組織として新設。

DXと人事制度を両輪で推
進・ガバナンスを強化

組織図とガバナンス体制（ビジョン実現に向けた組織を新設） マイルストーンを設置し社長と室長が主体となり毎週PDCAを実行
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取組情報〜北九州市域への好影響〜
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雇用創出

を

補助金・制度活用

情報通信技術の導入

組織体制構築

建設DX・先端技術を活用するプロ集団として、北九州市の中小企業のDX化の推進と
雇用創出に貢献する
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新規事業開発


